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蓮花ちゃん

▼第６回葛城市民体育祭開催！
　　　　　　　　　※結果などは 11 月号に掲載します。

今
月
の
主
な
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

　
蓮
花
ち
ゃ
ん
、
Ｍ―

１
に
挑
戦
！
／

　
２
０
１
０
年　
国
勢
調
査　
　
　
　
　
　
２
〜

▼
市
政
ニ
ュ
ー
ス

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
療
養
費

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種　
　
４
〜

▼
イ
ベ
ン
ト
・
募
集

　
図
書
館
文
学
講
演
会
／

　
第
14
回
葛
城
歌
壇
短
歌
大
会
・
発
表
会　
９
〜

▼
人
権
・
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
／
▼
子
育
て
・
健
康
／

▼
文
化
会
館
ニ
ュ
ー
ス
・
図
書
館
だ
よ
り
▼
情
報
コ
ー
ナ
ー

広報
まちの情報誌

ホームページ　http://www.city.katsuragi.nara.jp/　　携帯端末用　http://www.city.katsuragi.nara.jp/m/
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まちのニュース　

　

９
月
１
日
、
第
81
回
都
市
対
抗
野
球
大

会
（
東
京
ド
ー
ム
）
で
大
和
高
田
市
（
大

和
高
田
ク
ラ
ブ
）
が
新
潟
市
（
バ
イ
タ

ル
ネ
ッ
ト
）
と
対
戦
し
、
延
長
11
回
の
末
、

１―

０
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
ま
し
た
。

　

蓮
花
ち
ゃ
ん
も
、
せ
ん
と
く
ん
、
み
く

ち
ゃ
ん
、
ぬ
く
ま
る
く
ん
、
す
ず
ま
る
く

ん
ら
と
共
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
ら
は
、「
蓮
花
ち
ゃ
ん
効
果
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。」
と
県
勢
悲
願
の
初
勝

利
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

第
81
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

　

８
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
第
11
回
Ａ

Ｂ
Ｃ
全
国
大
会
（
熊
本
県
八
代
市
）
で
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
和

田
毬
代
さ
ん（
写
真
手
前
）が「
Ａ（
５
・
６

年
）
の
部
」
５
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
か
ら
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
選
手
と
対
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２

回
戦
で
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
選
手
に
快

勝
し
堂
々
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

彼
女
は
「
葛
城
市
の
和
田
毬
代
」
と
し

て
全
国
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
ま
す
。

　

８
月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
、
相
撲
館
で

は
、
恒
例
の
相
撲
体
験
入
門
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
12
名
の
児
童
ら
は
、

「
し
こ
」、「
す
り
足
」
な
ど
の
基
礎
か
ら
、

「
ぶ
つ
か
り
」「
取
り
組
み
」
な
ど
本
格
的

な
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

　

横
綱
の
認
定
書
を
授
与
さ
れ
た
永
川
翔

太
郎
く
ん
は
、「
相
撲
の
勝
敗
は
一
瞬
で

決
ま
る
の
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
気
持
ち

を
集
中
さ
せ
て
相
撲
を
取
り
ま
し
た
。」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

相
撲
体
験
入
門

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
全
国
大
会
入
賞

　

９
月
13
日
、
Ｍ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
０
予
選
が
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
大
阪

市
北
区
）
で
行
わ
れ
、
蓮
花
ち
ゃ
ん
も
市
職

員
と
チ
ー
ム
を
結
成
し
出
場
し
ま
し
た
。
蓮

花
ち
ゃ
ん
は
、
お
笑
い
好
き
の
せ
ん
と
く
ん

に
振
り
向
い
て
も
ら
お
う
と
南
海
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
ズ
の
も
の
ま
ね
を
披
露
し
ま
し
た

が
惜
し
く
も
敗
退
。
結
果
を
知
っ
た
蓮
花
ち

ゃ
ん
は
、「
来
年
は
せ
ん
と
く
ん
と
一
緒
に

夫
婦
漫
才
で
出
場
し
て
み
た
い
な
～
」
と
ブ

ロ
グ
に
想
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

蓮
花
ち
ゃ
ん
、
Ｍ―

１
に
挑
戦
も

初
戦
敗
退
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ま
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ス

　
　

調
査
票
の
記
入
は
、
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

―
10
月
７
日
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す―

　

調
査
票
の
記
入
が
お
済
み
に
な
り
ま
し

た
ら
、
封
を
し
て
回
収
に
伺
う
調
査
員
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

添
付
の
郵
送
提
出
用
封
筒
で
の
提
出
も

で
き
ま
す
。（
切
手
は
不
要
で
す
。）

７
日
ま
で
に
提
出
を
！

※
万
一
、
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
至
急
、
市
役
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
と
調
査
票
の
管
理

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統
計

の
作
成
に
関
連
す
る
目
的
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

報
告
義
務

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
で
基
幹
統
計
調

査
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
調
査
票
に
記

入
し
て
提
出
す
る
こ
と
の
報
告
義
務
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
を
！

　

国
勢
調
査
で
は
、
電
子
メ
ー
ル
で
質
問

し
た
り
、
金
品
を
請
求
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
平
成
22
年　

国
勢
調
査

　
　
　
　
　
　

葛
城
市
実
施
本
部

シ
リ
ー
ズ　

葛
城
っ
子
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
庄
小
学
校

思
い
色
い
ろ
校
内
絵
画
展

　

本
校
で
は
、
毎
年
９
月
中
旬
、
全
校
の

児
童
が
学
年
ご
と
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
描

い
た
絵
画
を
体
育
館
の
壁
面
に
掲
示
し
、

校
内
作
品
展
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間

中
は
、
児
童
だ
け
で
な
く
保
護
者
の
方
々

に
も
作
品
を
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

展
示
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
全
国
教

育
美
術
展
や
世
界
児
童
画
展
に
出
品
し
ま

す
。
全
国
教
育
美
術
展
で
は
、
毎
年
の
よ

う
に
学
校
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
体
験

　

９
月
15
日
、
當
麻
の
家
（
新
在
家
）
で

當
麻
第
一
保
育
所
の
園
児
11
人
が
サ
ツ
マ

イ
モ
掘
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
ら

は
大
喜
び
で
次
々
と
イ
モ
を
掘
り
出
し
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
三
好
輝
弥
く
ん
は
、「
大
き

い
お
い
も
～
」
と
、
當
麻
の
家
の
庄
田
美

代
子
さ
ん
は
、「
一
般
向
け
の
収
穫
体
験

も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



�広報「 」平成22年9月号

市政ニュース　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
療
養
費

　

医
療
費
を
一
旦
全
額
自
己
負
担
し
た
場

合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
給
付

分
が
あ
と
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
書
類
は
審
査
機
関
へ
提
出

し
、
内
容
に
つ
い
て
審
査
を
受
け
る
た
め
、

支
給
さ
れ
る
ま
で
に
３
～
４
か
月
か
か
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
保
険
証
、
通
帳
、
印
鑑
の
ほ

か
、
左
の
表
の
書
類
が
必
要
で
す
。

こんなとき 申請に必要なもの
急病など、やむを得ない理由
で保険証の提示なしで診療を
受けたとき

診療内容明細書（レセプト）、
領収書

医師の指示で治療用装具をつ
くったとき

医師の意見書または証明書、
領収書

医師の指示で鍼灸・マッサー
ジなどの施術を受けたとき

医師の同意書、施術内容と費
用が明細な領収書

輸血のための生血代を負担し
たとき

医師の理由書または診断書、
輸血用生血液受領証明書、血
液提供者の領収書

海外旅行中などに急病などで
国外で診療を受けたとき

診療内容明細書、領収明細書
（いずれも日本語翻訳文が必要）

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
保
険
の
給
付
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の

◆
経
済
的
な
事
情
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶

◆
予
防
注
射

◆
正
常
な
妊
娠
・
出
産

◆
美
容
整
形

◆
健
康
診
断

◆
歯
列
矯
正　

な
ど

◎
ほ
か
の
保
険
の
対
象
と
な
る
場
合

◆
仕
事
上
の
病
気
や
け
が

　
（
労
災
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

◎
そ
の
他

◆
故
意
の
犯
罪
行
為
や
故
意
の
事
故
に
よ

　

り
生
じ
た
病
気
や
け
が

◆
け
ん
か
や
泥
酔
に
よ
る
病
気
や
け
が

◆
医
師
や
保
険
者
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ

　

た
と
き

▼
詳
し
く
は
、
保
険
課
ま
で

整
骨
院
・
接
骨
院
（
柔
道
整
復
師
）

の
か
か
り
方

　

近
年
、
整
骨
院
・
接
骨
院
に
か
か
る
方

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

柔
道
整
復
師
か
ら
保
険
者
へ
の
施
術
件

数
・
請
求
額
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
施
術
の
内
容
に
よ
り
、
健
康
保

険
が
使
え
る
も
の
と
使
え
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
健
康
保
険
を
使
っ
て
整
骨
院
・

接
骨
院
に
か
か
っ
た
場
合
、
そ
の
費
用
の

７
割
～
９
割
を
保
険
者
が
負
担
し
て
い
ま

す
。

　

整
骨
院
・
接
骨
院
に
か
か
る
場
合
は
次

の
注
意
点
を
確
認
し
、
適
正
な
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

　

◆
骨
折

　

◆
不
全
骨
折
（
ひ
び
）

　

◆
脱
臼

　

◆
打
撲

　

◆
捻
挫

　

※
骨
折
や
脱
臼
の
場
合
は
応
急
手
当
の

　
　

場
合
を
除
き
、
医
師
の
同
意
が
必
要

　
　

で
す
。

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

　

◆
日
常
生
活
に
よ
る
単
純
な
疲
労
や
肩

　
　

こ
り
・
腰
痛

　

◆
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
筋
肉
疲
労
・

　
　

筋
肉
痛

　

◆
加
齢（
け
が
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
）

　
　

か
ら
く
る
痛
み

　

◆
脳
疾
患
後
後
遺
症
、
神
経
痛
、
リ
ウ

　
　

マ
チ
な
ど
の
慢
性
病
か
ら
く
る
痛
み

　
　

や
し
び
れ

　

◆
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の

　
　

施
術
（
漫
然
と
し
た
施
術
）

整
骨
院
・
接
骨
院
に
か
か
る
と
き
の
注
意
点

　

◆
負
傷
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ
う

　

仕
事
中
の
け
が
な
ど
労
働
災
害
に
該
当

す
る
場
合
、
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

交
通
事
故
の
場
合
は
必
ず
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
領
収
書
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　

領
収
書
は
高
額
療
養
費
の
申
請
や
確
定

申
告
に
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
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市
政
ニ
ュ
ー
ス

　

◆
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容
を
確
認

　
　

し
、
委
任
欄
へ
の
署
名
・
捺
印
は
自

　
　

分
で
し
ま
し
ょ
う

　

整
骨
院
・
接
骨
院
は
健
康
保
険
を
使
っ

て
施
術
を
行
っ
た
場
合
、
ひ
と
月
ご
と
に

「
療
養
費
支
給
申
請
書
（
以
下
、申
請
書
）」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
申
請
書
は
施
術
を
受
け
た
被
保
険

者
に
代
わ
っ
て
、保
険
適
用
分
の
費
用（
療

養
費
）
を
保
険
者
に
請
求
す
る
委
任
状
に

な
っ
て
い
ま
す
。
施
術
内
容
を
確
認
し
た

被
保
険
者
の
署
名
・
捺
印
が
あ
る
場
合
の

み
、
保
険
者
か
ら
整
骨
院
・
接
骨
院
へ
療

養
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

◆
申
請
書
の
内
容

□
負
傷
名
、
負
傷
原
因
は
正
し
い
か

□
施
術
内
容
・
回
数
は
合
っ
て
い
る
か

□
支
払
っ
た
金
額
（
領
収
書
の
金
額
）
と

　

自
己
負
担
額
（
申
請
書
の
金
額
）
が
合

　

っ
て
い
る
か

以
上
の
点
を
確
認
し
、
委
任
欄
に
署
名
・

捺
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
保
険
課
ま
で

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、

大
変
便
利
な
『
口
座
振
替
』
で
！

　

口
座
振
替
（
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落

と
し
）
に
す
る
と
、

◎
お
支
払
い
の
際
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

　

ニ
に
出
向
く
手
間
が
は
ぶ
け
ま
す
。

◎
お
支
払
い
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り

　

ま
す
。

◎
長
い
旅
行
に
も
、
安
心
し
て
出
か
け
ら

　

れ
ま
す
。

◎
口
座
振
替
に
よ
る
納
入
は
、
納
付
書
に

　

よ
る
お
支
払
い
に
比
べ
て
、
金
融
機
関

　

等
へ
出
向
く
手
間
や
支
払
い
忘
れ
が
な

　

く
、
大
変
便
利
な
た
め
、
水
道
課
で
は

　

口
座
振
替
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎
水
道
料
金
等
の
振
替
日
は
偶
数
月
の
10

　

日
、
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
で
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
お
支
払
い

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

次
の
①
か
ら
③
を
下
記
の
金
融
機
関
に

お
持
ち
に
な
り
、
備
え
付
け
て
あ
る
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
金
融
機
関
の
通
帳

　
（
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

②
通
帳
の
お
届
け
印

③
「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は

　
「
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
」

◎
こ
の
届
出
に
よ
り
、
下
水
道
を
使
用
し

て
い
る
場
合
に
は
、
下
水
道
料
金
も
口
座

振
替
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関（
各
本
支
店
）

　

南
都
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
三
菱
東
京

　

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
近
畿
大
阪
銀
行
、
大
和

　

信
用
金
庫
、
奈
良
中
央
信
用
金
庫
、
奈

　

良
県
農
業
協
同
組
合
、
第
三
銀
行
、
ゆ

　

う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局

▼
問
い
合
わ
せ
は
、

水
道
課
【
☎
（
48
）
４
７
０
７
】
ま
で

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
父

子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は

申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。
対
象

と
な
る
方
は
、
11
月
30
日
ま
で
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
「
申
請

の
翌
月
分
」
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

父
子
家
庭
の
方
へ

―

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す―

　

10
月
は
次
の
市
税
の
納
付
月
で
す
。

▼
市
県
民
税　
　
　
　

第
３
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　

第
４
期

　

納
期
限
は
11
月
１
日
㈪
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
11
月
１

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま

で
に
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
収
納
促
進
課
・
税
務
課
・
保
険
課

税
の
納
期

▼
詳
し
く
は
、
子
育
て
福
祉
課
ま
で
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表
１
「
奈
良
県
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施
要
綱
」
別
表
の
対
象
疾
患
（
56
疾
患
／
平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
）

疾病
番号 疾　　患　　名 疾病

番号 疾　　患　　名

01 ベーチェット病 31 原発性胆汁性肝硬変
02 多発性硬化症 32 重症急性膵炎
03 重症筋無力症 33 特発性大腿骨頭壊死症
04 全身性エリテマトーデス 34 混合性結合組織病
05 スモン 35 原発性免疫不全症候群
06 再生不良性貧血 36 特発性間質性肺炎
07 サルコイドーシス 37 網膜色素変性症
08 筋萎縮性側索硬化症

38

プリオン病
09 強皮症／皮膚筋炎及び多発性筋炎 （1）クロイツフェルト・ヤコブ病
10 特発性血小板減少性紫斑病 （2）ゲルストマン・ストロイスラー・シャインカー病

11
結節性動脈周囲炎 （3）致死性家族性不眠症
（1）結節性多発動脈炎 39 肺動脈性肺高血圧症
（2）顕微鏡的多発血管炎 40 神経線維腫症Ⅰ型／神経線維腫症Ⅱ型

12 潰瘍性大腸炎 41 亜急性硬化性全脳炎
13 大動脈炎症候群（高安動脈炎） 42 バッド・キアリ（Budd-Chiari) 症候群
14 ビュルガー病（バージャー病） 43 慢性血栓塞栓性肺高血圧型
15 天疱瘡

44
ライソゾーム病

16 脊髄小脳変性症 （1）ライソゾーム病
17 クローン病 （2）ファブリー病
18 難治性肝炎のうち劇症肝炎 45 副腎白質ジストロフィー
19 悪性関節リウマチ 46 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体）

20

パーキンソン病関連疾患 47 脊髄性筋萎縮症
（1）進行性核上性麻痺 48 球脊髄性筋萎縮症
（2）大脳皮質基底核変性症 49 慢性炎症性脱随性多発神経炎
（3）パーキンソン病 50 肥大型心筋症

21 アミロイドーシス 51 拘束型心筋症
22 後縦靱帯骨化症 52 ミトコンドリア病
23 ハンチントン病 53 リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ）
24 モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症）54 重症多形滲出性紅斑（急性期）
25 ウェゲナー肉芽腫症 55 黄色靱帯骨化症
26 特発性拡張型（うっ血型）心筋症

56

間脳下垂体機能障害
１．ＰＲＬ分泌異常症
２．ゴナドトロピン分泌異常症
３．ＡＤＨ分泌異常症
４．下垂体性ＴＳＨ分泌異常症
５．クッシング病
６．先端巨大症
７．下垂体機能低下症

27

多系統萎縮症
（1）線条体黒質変性症
（2）オリーブ橋小脳萎縮症
（3）シャイ・ドレーガー症候群

28 表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型）
29 膿疱性乾癬
30 広範脊柱管狭窄症

新たに疾患番号 46 ～ 56 の 11 疾患が追加されました。

特
定
疾
患
者
給
付
金　

該
当
す
る
方
は
申
請
を

　

葛
城
市
で
は
、
毎
年
10
月
１
日
現
在
を

基
準
と
し
、『
葛
城
市
特
定
疾
患
者
給
付

金
支
給
』
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
在
住
で
、『
奈
良

県
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施
要
綱
』

の
別
表
と
『
奈
良
県
小
児
慢
性
特
定
疾
患

治
療
研
究
事
業
実
施
要
綱
』
の
別
表
に
定

め
る
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
方
に
、
申
請

に
よ
り
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
対
象
と
な
る
疾
患
は
、
特
定
疾
患

で
56
疾
患
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
で
11
疾

患
群
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
本
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、

疾
患
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
認
定
基
準
に
該

当
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
社
会
福
祉
課
へ
期
間

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

10
月
１
日
㈮
～
11
月
30
日
㈫

支
給
額　
　

年
額
２
万
円

申
請
方
法

①　

特
定
疾
患
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾

患
の
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
、
医
療
受
給
者
証
と
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
医
療
受
給
者
証
の
有
効
期
間

に
平
成
22
年
10
月
1
日
が
含
ま
れ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

②　

対
象
疾
患
名
の
記
載
の
あ
る
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

手
帳
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③　

①
・
②
に
該
当
し
な
い
方
で
、
特
定

疾
患
や
小
児
慢
性
特
定
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
方
は
、
社
会
福
祉
課
備
え
付
け
の
申

請
書
に
疾
患
名
（
小
児
慢
性
疾
患
の
場
合

は
対
象
疾
病
名
も
）
に
つ
い
て
、
医
師
の

証
明
、捺
印
を
受
け
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

★
な
お
、
申
請
の
際
は
、
受
給
資
格
者
名

義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）
も
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

支
給
決
定　

給
付
金
の
受
給
資
格
を
審
査

し
、
支
給
を
決
定
し
た
方
に
は
、
給
付
金

支
給
決
定
通
知
書
を
、
支
給
し
な
い
こ
と

を
決
定
し
た
方
に
は
、
給
付
金
不
支
給
決

定
通
知
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
ま
す
。

支
給
方
法　

12
月
中
に
受
給
資
格
者
名
義

の
銀
行
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

市政ニュース　
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
会
館
・
図
書
館

市
政
ニ
ュ
ー
ス

人
権
・
地
域
安
全

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

表２．「奈良県小児慢性特定疾患治療研究事業実
施要綱」別表の対象疾患群

（11 疾患群／平成 22 年 10 月 1 日現在）
番号 疾　患　群 番号 疾　患　群
01 悪性新生物 07 糖尿病
02 慢性腎疾患 08 先天性代謝異常
03 慢性呼吸器疾患※ 09 血友病等血液疾患・免疫疾患
04 慢性心疾患 10 神経・筋疾患
05 内分泌疾患 11 慢性消化器疾患
06 膠原病 原則として 18 歳未満の児童が対象

　

各
疾
患
に
は
一
定
の
認
定
基
準
が
あ
り

ま
す
。

認
定
基
準
一
例

　

※
例
え
ば
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患
群
の
中

の
一
つ
に
気
管
支
喘
息
が
あ
り
ま
す
が
、

該
当
す
る
疾
患
の
状
態
の
程
度
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

○
３
か
月
に
３
回
以
上
の
大
発
作
が
あ
る

　

場
合

○
１
年
以
内
に
意
識
障
害
を
伴
う
大
発
作

　

が
あ
る
場
合

○
治
療
で
、
人
工
呼
吸
管
理
ま
た
は
挿
管

　

を
行
う
場
合

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
新
型
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
を
混
合
し
た
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
は
、

必
ず
し
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
病
予

防
効
果
は
34
～
55
％
、
死
亡
を
防
ぐ
効
果

は
８
割
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
手
洗
い
・
う
が
い
を

行
い
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
体
調
管
理
に

気
遣
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
65
歳
以
上
の
方

実
施
期
間

　

10
月
1
日
㈮
～
平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

※
な
る
べ
く
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
！

接
種
対
象
者　

葛
城
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

次
の
①
ま
た
は
②
の
条
件
に
該
当
す
る
方
。

（
年
齢
は
接
種
日
に
お
け
る
満
年
齢
で
す
）

①
接
種
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の
方

②
接
種
日
に
お
い
て
満
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
や
腎じ
ん

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
に
障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
方
）

※
予
防
接
種
は
、
対
象
者
が
接
種
を
希
望

す
る
場
合
に
の
み
実
施
し
ま
す
。

実
施
場
所　

市
内
委
託
医
療
機
関
（
別
表
参
照
）

接
種
方
法　

希
望
す
る
医
療
機
関
へ
直
接

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
接
種
費
用
、
保
険

証
、
健
康
手
帳
を
お
持
ち
に
な
り
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
接
種
回
数
は
１
回
で
す
。

接
種
費
用　

１
０
０
０
円

（
医
療
機
関
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

※
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
法

に
よ
る
被
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
は
費
用

を
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
事
前
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
新

庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
當
麻
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
65
歳
未
満
の
方

　

65
歳
未
満
の
方
も
、
10
月
１
日
か
ら
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
接
種
費
用
は
、
全
額
自

己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次

の
1
ま
た
は
2
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

接
種
費
用
の
免
除
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

1
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

2
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
に
属
す
る
方

（別表）葛城市内委託医療機関
医療機関名 住所 電話番号 医療機関名 住所 電話番号

板橋医院 北花内 749-1（69）5781 庄田クリニック 北花内 732-1（69）3511
鵜山医院 新庄 16 （69）2070 関谷外科胃腸科 北花内 692-1（69）7800
鵜山医院 尺土 189-41 （48）6520 玉井医院 長尾 94 （48）6086
かつらぎクリニック北花内 616-1（69）0801 堀内医院 忍海 338-4 （62）2958
小泉医院 新庄 119 （69）2501 安田クリニック 疋田 227-10 （69）7900
下村医院 當麻 40-2 （48）2522 山本医院 八川 153-1 （48）1231
※市外の医療機関での接種を希望する場合は、事前の手続きが必要です。
　健康増進課（新庄健康福祉センター）【☎（69）9900】へ問い合わせてください。

▼
詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
ま
で

市政ニュース　

市
政
ニ
ュ
ー
ス
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イベント・募集　

10
月
か
ら
「
葛
城
市
す
こ
や
か
訪
問
事
業
」
を
開
始

　

最
近
は
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
つ
な

が
り
が
希
薄
化
し
孤
立
し
た
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
核
家
族
化
が
進
み
、
子
育

て
の
悩
み
や
児
童
虐
待
な
ど
の
問
題
を
抱

え
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
し
て
い
る
家
庭
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
「
葛
城
市
す
こ
や
か
訪
問
事
業
」
は
、

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
健
康
増
進
課

に
出
生
連
絡
票
を
提
出
し
た
家
庭
を
対
象

に
、
地
元
の
民
生
児
童
委
員
が
生
後
４
か

月
ま
で
を
め
ど
に
「
お
誕
生
お
め
で
と

う
！
」
の
意
味
を
込
め
て
訪
問
す
る
事
業

で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で
す

　

現
在
葛
城
市
で
は
、56
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
４
人
の
主
任
児
童
委
員
が
活

動
し
、
日
々
、
住
民
の
方
々
の
生
活
上
の

悩
み
の
相
談
に
応
じ
、
地
域
と
と
も
に
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
葛
城
市
独
自
の
民
生
児
童
委
員
活

動
の
一
つ
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
子
育
て

支
援
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
新
庄

地
区
で
は
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

「
マ
マ
ほ
っ
と
タ
イ
ム
」
と
い
う
月
１
回

の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
、
當
麻
地

区
で
は
保
育
所
へ
の
訪
問
事
業
を
年
２
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
問
題
は
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
と
悪
い
方
向
へ
考
え
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
思
い
切
っ
て
相
談

す
れ
ば
、
自
分
で
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

現在利用できるサービスなど

環 境 課

屋外広告物許可申請書

屋外広告物継続許可申請書

屋外広告物住所氏名変更届

屋外広告物撤去届

屋外広告物変更許可申請書

飼い犬の死亡届

クリーンセンター 大型（粗大）ごみ収集リクエスト

子 育 て 福 祉 課
子ども手当額改定認定請求書

子ども手当支払金融機関変更届

児童扶養手当支払金融機関変更届

市 民 窓 口 課 住民票交付予約

水 道 課
水道の開栓（使用開始）届出

水道の閉栓（使用中止）届出

そ の 他 各種申請書ダウンロード

教 育 委 員 会 各 課
各種講座・教室の申し込み

施設の空き状況公開

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

▼ママほっとタイム
（新庄地区）

▲保育所訪問
（當麻地区）

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
・
施
設
空
き
公
開
サ
ー
ビ
ス

　

葛
城
市
で
は
、「
奈
良
電
子
自
治
体
共

同
運
営
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
古
都
な
ら
）」
を
利

用
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、各
種
申
請
・

届
出
、
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
申
込
な
ど
の
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
子
自
治
体
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://e-kotonara.jp

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
）

操
作
方
法
の
問
い
合
わ
せ
先

　
【
☎
０
７
４
２
（
64
）
０
０
８
８
】

　
【
FAX
０
７
４
２
（
64
）
０
１
０
０
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
の
正
午
～
午
後
1
時
と

　

年
末
年
始
は
休
み
で
す
。▼

情
報
推
進
課

大
型
ゴ
ミ
収
集
リ
ク
エ
ス
ト
が

電
子
申
請
で
き
ま
す
！

講
座
・
教
室
の
申
し
込
み
も

電
子
申
請
で
き
ま
す
！

市政ニュース　
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
会
館
・
図
書
館

市
政
ニ
ュ
ー
ス

人
権
・
地
域
安
全

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

イベント・募集　

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

【
市
立
図
書
館
文
学
講
演
会
】

『
坂
の
上
の
雲
』
と
司
馬
遼
太
郎

日
時　

10
月
９
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

當
麻
文
化
会
館　

ホ
ー
ル

講
師　

上
村　

洋
行　

氏

　
　
　
　
（
司
馬
遼
太
郎
記
念
館
館
長
）

参
加
費　

無
料（
た
だ
し
、整
理
券
が
必
要
）

定
員　

５
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　

當
麻
図
書
館
【
☎
（
48
）
６
０
０
０
】

　

新
庄
図
書
館
【
☎
（
69
）
４
６
４
６
】

　

ま
で
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

―

短
期
１
週
間
／
長
期
10
か
月―

　

世
界
40
数
か
国
の
高
校
生
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
ご
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
お
家
で
、
異
文
化
交
流
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　

単
身
者
で
な
い
ご
家
庭
な
ら
ば
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
英
語
が
話
せ

な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

12
月
７
日
㈫
～
13
日
㈪

※
外
務
省
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大
交
流
計
画

長
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

平
成
23
年
３
月
末
～
平
成
24
年
２
月
初

※
県
内
の
高
校
に
通
う
予
定
で
す
。

　

○
奈
良
女
子
大
附
属
中
等
教
育
学
校

　

○
高
取
国
際
高
校

　

○
郡
山
高
校

▼
問
い
合
わ
せ
は
、

文
部
科
学
省
所
管

㈶
エ
イ
・
エ
フ
・
エ
ス
日
本
協
会　

奈
良
支
部

【
☎
０
７
４
２（
20
）３
４
８
７（
平
日
昼
・
松
岡
）】

【
☎
０
８
０
（
３
２
３
５
）
２
１
４
９
（
松
岡
）】

【e-m
ail:m

atsuoka-e@
cc.nara-w

u.ac.jp

】

【
☎
（
48
）
２
７
５
９
（
杉
岡
）】

ま
で

大
淀
養
護
学
校
地
域
別
懇
談
会

　

地
域
別
懇
談
会
を
開
催
し
、
今
後
の
障

が
い
者
（
児
）
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
、

地
域
内
で
の
連
携
を
深
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

當
麻
庁
舎
分
庁
舎
１
階　

会
議
室

テ
ー
マ　
「
こ
れ
か
ら
の
障
が
い
者
福
祉

に
つ
い
て
」

そ
の
他　

参
加
希
望
の
方
は
、
会
場
の
都

合
上
、
事
前
に
大
淀
養
護
学
校
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

　

進
路
指
導
部　

泉
谷
・
辰
巳

　
【
☎
０
７
４
７
（
52
）
７
６
５
５
】
ま
で

「
発
達
障
が
い
」
講
演
会

　

中
和
地
区
３
市
１
町
（
大
和
高
田
市
・

香
芝
市
・
葛
城
市
・
広
陵
町
）
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
主
催
で
、
次
の
と
お
り

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

　
　
　

就
職
面
接
会

　

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
に
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
職
登
録
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　

奈
良
県
産
業
会
館

　
　
　
（
大
和
高
田
市
幸
町
２―

３
３
）

▼
詳
し
く
は
、
大
和
高
田
公
共
職
業
安
定
所

　
【
☎
０
７
４
５
（
52
）
５
８
０
１
】
ま
で

第
1�
回
葛
城
歌
壇
短
歌
大
会
／
発
表
会

　

講
評
を
聞
い
て
短
歌
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　

来
場
者
に
は
「
葛
城
歌
壇
作
品
集
」
を

進
呈
し
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　

歴
史
博
物
館　

あ
か
ね
ホ
ー
ル

内
容　

入
賞
者
の
表
彰
式

　
　
　

出
詠
作
品
の
講
評

▼
詳
し
く
は
、

新
庄
図
書
館
【（
69
）
４
６
４
６
】
ま
で

日
時　

10
月
28
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

歴
史
博
物
館　

あ
か
ね
ホ
ー
ル

講
演　
「
発
達
障
が
い
の
理
解
と
支
援
」

講
師　

丸
橋　

裕
之　

氏　
　

（
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
日
本
自
閉
症

協
会
研
究
部
委
員
）

参
加
費　

無
料

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
来
場
者
が
多
数
の

場
合
、
入
場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

市政ニュース　

市
政
ニ
ュ
ー
ス
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地域安全ニュース　

   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

人 権　

第
16
回　

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権

問
題
を
イ
ベ
ン
ト
や
資
料
展
示
な
ど
を
通

じ
て
考
え
る
催
し
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

主
催　

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

バ
ル
実
行
委
員
会
（
構
成
：
奈
良
地
方

　

法
務
局
・
奈
良
県
・
市
町
村
）

日
時　

10
月
９
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

天
理
文
化
セ
ン
タ
ー
と
周
辺
一
帯

　
（
天
理
市
守
目
堂
町
１
１
７
ほ
か
）

イ
ベ
ン
ト
（
屋
内
）

　

文
化
セ
ン
タ
ー
３
階　

文
化
ホ
ー
ル

午
前

　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
和
太
鼓
演
奏
）

　

○
開
会
式

　

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
保
育
園
児
の
歌

　
　

と
遊
技
、エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
ほ
か
）

午
後

　

○
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト　

ソ
ウ
ル
ゴ

　
　

ス
ペ
ル
歌
手　

新
井　

深
絵　

氏

　

市
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル

　

○
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
コ
ー
ナ
ー

イ
ベ
ン
ト
（
屋
外
）

　

市
庁
舎
南
側
広
場
ほ
か

　

○
大
道
芸
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
韓
国
民
族

　
　

芸
能

　

○
金
魚
す
く
い
コ
ー
ナ
ー

展
示
な
ど

　

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

展
示
ホ
ー
ル

　

○
啓
発
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
展
示

　

○
啓
発
ビ
デ
オ
放
映

　

○
啓
発
グ
ッ
ズ
展
示
な
ど

　

○
法
務
局
・
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
コ

　
　

ー
ナ
ー

　

○
人
権
相
談
コ
ー
ナ
ー

模
擬
店
・
物
産
展

　

市
庁
舎
南
側
広
場
ほ
か

　

○
各
市
町
村
、
関
係
団
体
な
ど
か
ら
の

　
　

出
展
に
よ
る
模
擬
店
、
物
産
展

　

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

※
ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
天
理
駅

か
ら
約
１
㎞
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

葛
城
市
人
権
問
題
啓
発
活

　

動
推
進
本
部
事
務
局
（
人
権
政
策
課
）

　

ま
た
は

　
　

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　

ル
実
行
委
員
会
事
務
局
（
奈
良
県
く
ら

　

し
創
造
部
人
権
政
策
課
【
☎
０
７
４
２

　
（
27
）
８
７
１
９
】）

▼
人
権
政
策
課
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
会
館
・
図
書
館

市
政
ニ
ュ
ー
ス

人
権
・
地
域
安
全

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

地域安全ニュース　

▼
▼
１
１
９
コ
ー
ナ
ー
▲
▲

8
月
中

平
成
22
年
の
累
計

火
災
：

０
件
火
災
：

３
件

救
急
：
１
２
５
件
救
急
：
９
３
４
件

救
助
：

１
件
救
助
：

18
件

▼
消
防
署
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

一
般
【
☎
（
69
）
７
１
７
１
】

火
災
案
内
【
☎
（
69
）
９
９
８
８
】

人
権
・
地
域
安
全

人 権　
「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
付
近
は
駐
車
禁
止
で
す
！

　
「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
は
、
火

災
発
生
時
に
消
防
隊
が
使
用
す
る
の
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
消
防
水
利

施
設
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
道
路
脇
や
歩
道

上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
は
、
こ
れ
ら
の
消
防
水
利
施
設

の
調
査
・
点
検
を
定
期
的
に
行
い
、
い
つ
、

ど
こ
で
火
災
が
発
生
し
て
も
、
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
違
法
駐
車
が
原
因
と
な
り
、

消
火
活
動
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
違
法
駐
車
は
止
め
ま
し
ょ
う
。」

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
消
防
署

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！　

「
ひ
っ
た
く
り
事
件
」
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

　

今
年
の
６
月
以
降
、
ひ
っ
た
く
り
事
件

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

ひ
っ
た
く
り
の
被
害
者
に
は
共
通
点
が
…

被
害
に
遭
う
の
は
、
一
瞬
の
出
来
事

〜
「
犯
人
に
狙
わ
れ
な
い
ぞ
」
と
い
う

気
持
ち
が
大
切
で
す
〜

　

犯
人
の
使
用
車
両
等

　
　

単
車　
　

74
％　

自
動
車　

２
％

　
　

徒
歩　
　

11
％　

自
転
車　

10
％

　
　

そ
の
他　

３
％

　

被
害
時
の
乗
り
物

　
　

徒
歩　
　

40
％　

自
転
車　

56
％

　
　

単
車　
　

４
％

　

今
年
の
ひ
っ
た
く
り
事
件
は
、
ほ
と
ん

ど
の
被
害
者
が
女
性
で
年
齢
を
問
わ
ず
被

害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
発
生
時
間
帯
は
、

午
後
６
時
か
ら
午
前
０
時
ま
で
の
間
が
半

数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

ひ
っ
た
く
り
犯
人
は
ど
ん
な
被
害
者
を

捜
し
て
い
る
の
か
…

そ
の
１　

自
転
車
に
乗
っ
た
女
の
人

※
県
内
で
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
装

　

着
に
よ
る
被
害
は
ゼ
ロ
！

○
自
転
車
に
乗
っ
た
人
は
、
た
い
て
い
前

　

か
ご
に
バ
ッ
グ
を
入
れ
て
い
る
。

○
後
ろ
か
ら
ス
ク
ー
タ
ー
で
近
づ
い
て
、

　

追
い
越
す
時
に
、
片
手
で
バ
ッ
グ
を
取

　

る
だ
け
。

○
前
か
ご
に
カ
バ
ー
が
あ
っ
た
ら
や
め
て

　

お
く
。

そ
の
２　

道
路
側
に
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
歩

　
　
　
　

い
て
い
る
女
の
人

○
後
ろ
か
ら
近
づ
い
た
時
に
、
道
路
側
に

　

バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
る
人
を
狙
っ
た
。

○
ひ
っ
た
く
り
を
警
戒
し
て
い
る
人
は
、

　

バ
ッ
グ
を
道
路
と
反
対
側
に
し
っ
か
り

　

持
っ
て
い
る
。

○
道
都
側
に
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
る
人
は

　

持
つ
手
に
力
が
入
っ
て
い
な
い
。
だ
か

　

ら
、
簡
単
に
盗
め
る
。

　

自
転
車
の
前
か
ご
に
カ
バ
ー
を
付
け
る
、

道
路
と
反
対
側
の
方
に
鞄
を
も
つ
持
つ
な

ど
ひ
っ
た
く
り
防
止
対
策
は
以
外
と
簡
単

に
で
き
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
自
ら
対

策
を
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
あ
、
今
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

▼
奈
良
県
警
察
本
部
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健 康 増 進 課インフォメーション　 ”子育て支援センター”においでよ！　

援
助
会
員
…
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人

利
用
会
員
…
子
育
て
の
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人

　

学
童
保
育
や
保
育
所
・
幼
稚
園
の
送
迎

は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
を
連
れ
て
出
か
け

ら
れ
な
い
の
で
、
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ

し
い
と
き
、
例
え
ば
参
観
日
に
下
の
お
子

さ
ん
を
連
れ
て
行
け
な
い
・
美
容
院
や
買

い
物
に
行
き
た
い
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た

い
と
き
…
な
ど
の
預
か
り
も
可
能
で
す
。

利
用
料
金　

１
時
間
あ
た
り

　
　
　
　
　

６
０
０
～
８
０
０
円

※
利
用
時
間
・
平
日
・
休
日
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。

※
料
金
は
、
利
用
会
員
が
援
助
会
員
に
直

接
支
払
い
ま
す
。

★
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
た
い
と

思
う
方
、
ぜ
ひ
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
援
助
会
員
は
ク
ラ
ブ
が
実
施
す
る
説
明

会
と
講
習
会（
下
記
）を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
会
員
は
随
時
会
員
登
録
で
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
子
育
て
福

祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土

10
月

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

11
月

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

〈
変
更
の
お
知
ら
せ
〉

▼
10
月
６
日
㈬
の
つ
ど
い
の
広
場
は
、
休

　

み
で
す
。

▼
10
月
20
日
㈬
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

の
つ
ど
い
の
広
場
は
、
休
み
で
す
。

▼
當
麻
地
区
の
ひ
よ
こ
ル
ー
ム
は
、
10
月

　

22
日
㈮
に
、
新
庄
地
区
の
ひ
よ
こ
ル
ー

　

ム
は
10
月
29
日
㈮
に
開
催
し
ま
す
。

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
お
話
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
30
分
〜

　

10
月
４
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館　

３
階

　

10
月
13
日
㈬　

磐
城
児
童
館

　
　
　

〃　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

10
月
・
11
月
の
予
定

■
つ
ど
い
の
広
場　

■
キ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

■
ひ
よ
こ
ル
ー
ム　

■
わ
ん
ぱ
く
ル
ー
ム

★
童
謡
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
〜

　

10
月
18
日
㈪　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

11
月
１
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館　

３
階

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

　

前
回
（
７
月
開
催
）
好
評
だ
っ
た
『
親

子
ふ
れ
あ
い
遊
び
』
で
す
。
内
容
は
前
回

と
は
違
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
わ
ら

べ
歌
遊
び
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
、
親
子
で

存
分
に
楽
し
め
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
14
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分
／
場
所　

ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

／
講
師　

河
瀬　

弘
樹　

氏
（
東
大
阪
大

学
・
子
育
て
支
援
保
育
士
）

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

　

葛
城
市
在
住
の
親
子
を
対
象
に
、
栄
養

士
の
石
沢
先
生
の
指
導
で
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
親
子
で
簡
単
な
料
理
を
作
っ

て
一
緒
に
食
べ
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
17
日
㈬　

午
前
10
時
～
／
場

所　

當
麻
文
化
会
館　

調
理
室
／
対
象
児

平
成
19
年
８
月
１
日
～
11
月
30
日
生
ま
れ

（
未
就
園
児
）
の
親
子
24
組
／
参
加
費　

１
組
３
０
０
円
（
調
理
材
料
代
）
／
申
し

込
み　

10
月
12
日
㈫
午
前
8
時
30
分
か
ら

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

【
☎
（
69
）
５
２
４
１
／
FAX
（
69
）
５
３
０
１
】

説
明
会
・
講
習
会
の
日
程
と
内
容

■
説
明
会
（
援
助
・
利
用
両
会
員
）

　

10
月
20
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
〜

■
講
習
会
（
援
助
会
員
の
み
）

　

10
月
20
日
㈬　

午
前
10
時
〜

　
　

児
童
（
小
学
生
）
と
の
か
か
わ
り
方

　

10
月
20
日
㈬　

午
前
11
時
〜

　
　

子
ど
も
の
事
故
防
止
と
応
急
処
置

　

10
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
〜

　
　

子
ど
も
の
病
気　

　

10
月
21
日
㈭　

午
前
11
時
〜

　
　

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
の
理
解
と
支
援

　

10
月
25
日
㈪　

午
前
10
時
〜

　
　

乳
幼
児
と
の
か
か
わ
り
方　

　

10
月
25
日
㈪　

午
前
11
時
〜

　
　

子
ど
も
の
遊
び
と
手
作
り
お
も
ち
ゃ

場
所　

當
麻
文
化
会
館　

中
研
修
室

申
し
込
み　

10
月
４
日
㈪
か
ら
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ　

援
助
・
利
用
会
員
募
集
!!
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
会
館
・
図
書
館

市
政
ニ
ュ
ー
ス

人
権
・
地
域
安
全

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

健 康 増 進 課インフォメーション　

子
育
て
・
健
康

●
●
●　

タ
バ
コ　

や
め
ま
せ
ん
か
？　

●
●
●

連
載
第
４
回　
「
私
は
、
こ
れ
で
禁
煙
に
成
功
し
ま
し
た　

〜
そ
の
３
〜
」

▼
健
康
増
進
課（
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
☎
（
69
）
９
９
０
０
】

　

今
回
は
、
禁
煙
歴
１
年
９
か
月
、
Ｃ
さ

ん
（
市
内
在
住
・
35
歳
・
男
性
）
の
禁
煙

体
験
談
で
す
。

Ｑ
１
．
な
ぜ
、
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た

　

か
？

Ａ
１
．
歯
科
医
に
「
歯
を
守
る
た
め
に
は

　

禁
煙
し
か
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
好
き

　

な
芸
能
人
で
あ
る
、
松
本
人
志
の
禁
煙

　

に
も
触
発
さ
れ
、
家
族
の
た
め
に
も
決

　

意
し
た
。

Ｑ
２
．ど
の
よ
う
に
し
て
や
め
ま
し
た
か
？

Ａ
２
．
禁
煙
を
決
め
た
翌
日
の
朝
か
ら
、

　

全
く
吸
う
の
を
や
め
た
。
タ
バ
コ
も
灰

　

皿
も
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
や
め
る
こ

　

と
が
で
き
た
。

Ｑ
３
．
禁
煙
中
、
吸
い
た
く
な
り
ま
せ
ん

　

で
し
た
か
？

Ａ
３
．
大
丈
夫
だ
っ
た
。
メ
ン
ソ
ー
ル
タ

　

バ
コ
を
吸
っ
て
い
た
の
で
、
時
々
ミ
ン

　

ト
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
口
に
し
て
い
た
。

Ｑ
４
．
禁
煙
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
４
．
片
頭
痛
、
肩
こ
り
が
治
っ
た
。
他

　

人
の
タ
バ
コ
の
臭
い
に
敏
感
に
な
り
、

　

パ
チ
ン
コ
屋
に
行
く
回
数
が
激
減
し
た

　

の
で
出
費
が
減
り
、
家
族
も
喜
ん
で
い

　

る
。

Ｑ
５
．
こ
れ
か
ら
禁
煙
し
よ
う
と
し
て
い

　

る
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

Ａ
５
．
禁
煙
す
る
と
、
太
る
し
便
通
も
悪

　

く
な
る
。

　
　

し
か
し
、
飛
行
機
な
ど
の
長
期
間
移

　

動
が
苦
痛
で
は
な
く
な
る
等
、
良
い
事

　

も
た
く
さ
ん
あ
る
。
世
間
の
す
べ
て
の

　

に
お
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
新
し

　

い
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
に

　

よ
り
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
が
い
つ
も
す
っ
き

　

り
し
て
い
る
の
が
嬉
し
い
。

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

【
公
開
講
座
】
特
別
展
記
念
講
演
会
（
第
１
回
）

　
「
天
平
人
の
生
活
白
書
」

　
　
　

日
時　

10
月
16
日
㈯　

午
後
２
時
～

　
　
　

講
師　

森
下　

恵
介　

氏
（
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
　

会
場　

歴
史
博
物
館
２
階　

あ
か
ね
ホ
ー
ル

　
　
　

定
員　

２
０
０
人
程
度

　
　
　

申
込　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

【
展
示
会
】
第
11
回
特
別
展

　
『
華
の
都
の
南
西
で　

︱
葛
城
と
平
城
京
︱
』

　

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
の
年
に
、
平
城
京
と
当
時
の
葛
城
を
知
る
た
め
の

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
公
表
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
、
葛
城
市
古
殿
遺
跡
や
奈
良
時
代

の
竹
内
遺
跡
の
調
査
成
果
な
ど
か
ら
、
葛
城
と
平
城
京
の
関
係
に
せ
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期　
　

10
月
９
日
㈯
～
11
月
28
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
館
料　

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

▼
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館 【
☎
（
64
）
１
４
１
４
】
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所　
　

忍
海
２
５
０
番
地
１（
近
鉄
忍
海
駅
下
車
す
ぐ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
館
日　

毎
週
火
曜
日
と
第
２
・
第
４
水
曜
日
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催し物のご案内
新庄文化会館（マルベリーホール）
月　日 催　し　物 入場方法 時間 主催者 連絡先

10 月 1 日㈮ 戦没者追悼式 関係者 13:30 〜 葛城市 0745（48）2811
【社会福祉課】

10 月 28 日㈭ 市内幼稚園文化鑑賞会 関係者 9:00 〜 葛城市内幼稚園 0745（48）3633
【磐城幼稚園】

10 月 30 日㈯
葛城市文化協会文化祭 関係者

10:00 〜
葛城市文化協会 0745（48）2811

【生涯学習課】10 月 31 日㈰ 10:30 〜

當麻文化会館（ホール）
月　日 催　し　物 入場方法 時間 主催者 連絡先

10 月 10 日㈰ 葛城市歌謡連合会発表会 無料 9:00 〜 葛城市歌謡連合会 ―

10 月 24 日㈰ ヤマハ PMS　LIVE　2010 無料 9:00 〜 ㈱末吉楽器店 0745（22）5511

＊都合により一部催し物が変更になる場合があります。ご了承ください。
＊準備､ リハーサルなどでの使用に関しては本表に記載しておりません。
＊詳細は主催者にお問い合わせください。

文化会館ニュース　

10 月 11月
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

新庄文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日

▼
新
庄
文
化
会
館
【
☎
（
69
）
４
６
０
０
】

▼
當
麻
文
化
会
館
【
☎
（
48
）
５
０
０
０
】

図書館だより　

出
演　

笑
福
亭
鶴
光

　
　
　

笑
福
亭
三
喬

　
　
　

笑
福
亭
羽
光

日
時　

12
月
12
日
㈰

　

開
場　

午
後
１
時
30
分　

　

開
演　

午
後
２
時

会
場　

新
庄
文
化
会
館　

マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

木
戸
銭　

全
席
指
定

　

一
般　
　

２
０
０
０
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

　

友
の
会　

１
８
０
０
円
（
税
込
）

（
１
会
員
に
つ
き
２
枚
ま
で
）

　

※
小
学
生
未
満
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

　

一
般　
　

９
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
（
電
話
予
約　

午
後
１
時
～
）

　

友
の
会　

電
話
先
行
予
約

　
　
　
　
　

９
月
４
日
㈯　

午
前
10
時
～

チ
ケ
ッ
ト
発
売
場
所

　

新
庄
文
化
会
館
・
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
ロ
ー

　

ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

主
催　

葛
城
市

問
い
合
わ
せ　

新
庄
文
化
会
館

マ
ル
ベ
リ
ー
寄
席

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

ド
ラ
え
も
ん

ふ
し
ぎ
な
星
の
な
か
ま
た
ち

内
容　

２
部
構
成
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

第
１
部　

ド
ラ
え
も
ん　

ふ
し
ぎ
な
星
の

　
　
　
　

な
か
ま
た
ち

第
２
部　

ド
ラ
え
も
ん
と
あ
そ
ぼ
う
！

　
　
　
　

と
び
出
せ
び
っ
く
り
ボ
ッ
ク
ス

日
時　

平
成
23
年
１
月
30
日
㈰

１
回
目　

開
場　

午
前
11
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

正
午

２
回
目　

開
場　

午
後
２
時　

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時
30
分

会
場　

新
庄
文
化
会
館　

マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

全
席
指
定

一
般　
　

２
０
０
０
円
（
税
込
）

友
の
会　

１
８
０
０
円
（
税
込
）

（
１
会
員
に
つ
き
２
枚
ま
で
）

※
３
歳
以
上
は
有
料
で
す
。

（
３
歳
未
満
で
も
座
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

一
般　
　

10
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
（
電
話
予
約　

午
後
１
時
～
）

友
の
会　

電
話
先
行
予
約　

10
月
16
日
㈯

１
回
目　

午
前
10
時
～　

２
回
目　

午
後
２
時
～

チ
ケ
ッ
ト
前
売
場
所　

新
庄
文
化
会
館
・

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
・
奈
良
テ
レ
ビ
放
送

主
催　

葛
城
市

問
い
合
わ
せ　

新
庄
文
化
会
館
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市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

10 月 11月
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

新庄図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日
は整理休館日

⑥
12
歳
か
ら
大
人
ま
で
政
治
の
基
礎
の
基
礎
が
よ
く
わ
か
る
本　

滝
沢　

中

⑦
木
を
う
え
る
ス
サ
ノ
オ―

ゆ
か
い
な
神
さ
ま―

　

岡
崎
ひ
で
た
か

⑧
市
立
第
二
中
学
校
２
年
Ｃ
組―

10
月
19
日　

月
曜
日―

　

椰
月
美
智
子

⑨
あ
ふ
り
か
の
あ
か
い
み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
だ
し
ほ

⑩
エ
イ
モ
ス
さ
ん
が
か
ぜ
を
ひ
く
と　
　

エ
リ
ン
・
Ｅ
・
ス
テ
ッ
ド

▼
新
庄
図
書
館
【
☎
（
69
）
４
６
４
６
】

▼
當
麻
図
書
館
【
☎
（
48
）
６
０
０
０
】

①
隣
り
近
所
の
法
律
知
識　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
お
い
し
い
手
作
り
フ
ェ
イ
ス
パ
ッ
ク　
　
　
　
　

パ
ク
・
ダ
ヨ
ン

③
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か　

布
お
む
つ
＆
お
む
つ
な
し
子
育
て　

岸
下
未
樹

④
と
ま
ど
い
関
ヶ
原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
三
四
二

⑤
ム
ー
ミ
ン
の
名
言
集　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン

文化会館ニュース　

③新庄館

④新庄館 ①新庄館

⑤當麻館 ②當麻館

⑧當麻館

⑩新庄館 ⑦當麻館

⑥新庄館⑨當麻館

一
般

児
童

新
着
図
書
新
着
図
書
は
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ご
来
館
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

★
新
庄
図
書
館

日
時　

10
月
23
日
㈯　

午
後
２
時
～

場
所　

新
庄
図
書
館　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

　
　
　
（
旧
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム
）

　
『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　

10
ぱ
ん
だ

お
は
な
し　

小
さ
な
自
動
車
、
中
く
ら
い

　

の
自
動
車
、
大
き
な
自
動
車

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　

す
て
き
な
ぼ
う
し
や
さ
ん

　
『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　

お
月
さ
ま
の
話　

ほ
か

★
當
麻
図
書
館

日
時　

10
月
17
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

當
麻
図
書
館　

お
は
な
し
の
部
屋

　
『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　

き
ょ
う
の
お
べ
ん
と
う
な
ん
だ
ろ
な

お
は
な
し　

ね
ず
み
の
す
も
う

　
『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　

三
枚
の
お
札

絵
本　

お
や
す
み
な
さ
い

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

文
化
会
館
・
図
書
館

図書館だより　

　

11
月
か
ら
新
庄
図
書
館
と
當
麻
図
書
館

　

の
休
館
日
を
統
一
し
ま
す
。

休
館
日　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

第
２
・
４
水
曜
日

整
理
休
館
日　

毎
月
末
日
（
末
日
が
休
館
日
・

　
　
　
　

土
・
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
休
館
日
統
一
の
お
知
ら
せ

図
書
館
ク
イ
ズ　

パ
ー
ト
２
開
催

　

當
麻
図
書
館
で
は
読
書
週
間
に
ち
な

み
、
10
月
１
日
㈮
か
ら
11
月
29
日
㈪
ま
で

の
期
間
、「
図
書
館
ク
イ
ズ　

パ
ー
ト
２
」

を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
小
学
生
以
下
で
、

参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
開
催

　

當
麻
図
書
館
で
は
、
11
月
７
日
㈰
に
恒

例
の
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ア
で
は
図
書
館
の
除

籍
図
書
や
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
本

を
無
料
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
フ
ェ
ア
当
日
は
、
當
麻
図
書
館

で
は
貸
出
・
閲
覧
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど

の
通
常
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
例
年
と
は
日
程
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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広告欄

情報コーナー　

せ
ら
知
お
の
日
集
収
の
み
ご

日
集
収
の
み
ご
る
え
燃
★

　

10
月
11

で
）
日
の
育
体
（
日
祝
は
㈪
日み

ご
源
資
★

日
集
収
の

　

11

の
）
日
の
化
文
（
日
祝
は
㈬
日
３
月

区
地
象
対

山
・
口
寺
・
井
藤
南
・
田
疋

　

吹
笛
・
室
梅
・
口
山
・
岡
平
・
田

　

日
集
収
の
紙
聞
新
★

　

11

で
）
日
の
化
文
（
日
祝
は
㈬
日
３
月

区
地
象
対

　

域
地
集
収
曜
月
の
み
ご
る
え
燃

▼

（【
69

】
３
７
７
３
）

で
ま

会
談
懇
字
大
」
る
語
と
長
市
「

た
し
内
案
ご
で
号
月
９
ぎ
ら
つ
か
報
広

　

更
変
が
程
日
の
字
大
部
一
の
会
談
懇
字
大

口
寺

時
日
　

10
月
23

時
２
後
午

　㈯
日

所
場

所
会
集
い
あ
れ
ふ
口
寺

　庄
新

時
日
　

11
月
20

時
７
後
午

　㈯
日

30
分

所
場

▼

課
策
政
画
企

）
習
学
地
現
（
座
講
育
教
権
人
回
３
第

集
募
者
加
参

時
日
　

11
月
11

時
１
後
午

　㈭
日

15

所
場

程
行

時
１
（
場
車
駐
舎
庁
麻
當

　

15

）
分

時
１
（
場
車
駐
園
公
山
敷
屋
↓

30

↓
）
分

園
公
山
敷
屋
↓
）
習
学
地
現
（
内
市
條
五

時
４
（
場
車
駐

45

車
駐
舎
庁
麻
當
↓
）
分

）
時
５
（
場

数
人
集
募

　

30

）
順
着
先
（
名

間
期
集
募

　

10

22

㈮
日

法
方
込
申

・
号
番
話
電
・
名
氏
・
所
住

　

（【
Ｘ
Ａ
Ｆ
は
た
ま
話
電
を
所
場
車
乗

48
）込

し
申
で
ま
課
習
学
涯
生
で
】
０
０
２
３

▼

課
習
学
涯
生

で
ま

座
講
民
市
術
学

名
題
演
講

」
み
し
楽
の
方
漢
「

道
の
へ
療
治
な
た
新

―

る
え
考
を
質
体

―

師
講

氏

　正

　尾
横

　時
日
　

10
月
16

時
５
ら
か
時
４
後
午

　㈯
日

所
場

６
０
１
中
大
市
田
高
和
大

　

―

２
地
城
葛
北

　階
４
館
会
済
経
田
高

　
　
　

室
議
会
会
師
医
区

　
　
　

費
加
参

料
無

　
員
定
　

30

）
順
着
先
（
人

▼

は
せ
わ
合
い
問
・
み
込
し
申

会
師
医
区
地
城
葛

（
５
４
７
０
☎
【

23

】
１
３
４
２
）

で
ま

有料広告の掲載を募集しています
　葛城市では、「広報かつらぎ」・「葛城市ホー
ムページ」・「葛城市公共バス」 への有料広告の
掲載を募集しています。

　皆さまの大切な資産を活用することで得られ
た広告料収入は、市政の財源として有効に役立
てられます。

　いずれの媒体も１月単位で申し込みできます。
（掲載料・規格などは媒体によって異なります。）

　※広告の内容に関する一切の責任は、広告主
に帰属します。

　 ▼詳しくは、市ホームページ（http://www.
city.katsuragi.nara.jp/kokoku_annai.html ※ 掲
載基準や申込書もダウンロードできます。）を
ご覧になるか、企画政策課までお問い合わせく
ださい。
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市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

● ● ● 今 月 の 無 料 相 談 ● ● ●
相談名 月日 時間 場所 問い合わせ

人権・行政・
心配ごと相談

10月14日㈭ 9:00 〜 12:00 新庄庁舎 総務財政課・人権政策課
または
社会福祉協議会【☎（48）3773】

10月21日㈭ 9:00 〜 12:00 忍海集会所
10月28日㈭ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館
＊相談は先着順で、申し込みは不要です。

弁護士による
法律相談

10月21日㈭ 13:00 〜 16:00 新庄庁舎
企画政策課

10月28日㈭ 13:00 〜 16:00 當麻文化会館
＊相談は 1回 20 分で、予約が必要です。企画政策課へ申し込んでください。

中南和法律相談センター
法律相談

※問い合わせ先に確認してください。 奈良弁護士会
【☎ 0742（22）2035】

＊相談は 1回 30 分で、予約が必要です。奈良弁護士会へ申し込んでください。

健康相談
10月18日㈪ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター 健康増進課
＊血圧測定・尿検査など。健康手帳のある方は、お持ちください。

乳幼児健康相談

10 月 7 日㈭ 10:00 〜 11:00 當麻保健センター
健康増進課10月27日㈬ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター

10月28日㈭ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター
＊身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談。母子健康手帳をお持ちください。

増改築・耐震相談

10 月 3 日㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館 葛城市建築組合
藤井本正明【☎（48）2753】（當麻）
藤井本　弘【☎（69）2877】（新庄）
または都市計画課

10月23日㈯ 13:00 〜 17:00 中央公民館
11 月 7 日㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館
＊増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談

10 月 4 日㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎

商工観光課
10月12日㈫ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎
10月18日㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎
10月25日㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎
11 月 1 日㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 新庄庁舎
＊「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。

情
報
コ
ー
ナ
ー

情報コーナー　

携
帯
端
末
用
の

葛
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　

葛
城
市
の
携
帯
端
末
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
、
10
月
１
日
に
開
設
し
ま
し
た
。
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
な
い
と
き
や
、
外
出

先
か
ら
で
も
葛
城
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

★
主
な
メ
ニ
ュ
ー
★

○
市
内
の
緊
急
情
報

○
当
日
の
市
内
定
時
放
送
の
内
容　

○
パ
ソ
コ
ン
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
人
気

の
蓮
花
ち
ゃ
ん
の
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

○
か
つ
ら
ぎ
観
光
ガ
イ
ド　

ほ
か

※
利
用
は
無
料
で
す
が
、
ア
ク
セ
ス
の
際

に
携
帯
電
話
会
社
既
定
の
パ
ケ
ッ
ト
通
信

料
金
が
か
か
り
ま
す
。

★
ア
ク
セ
ス
方
法
★

　

左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力
す
る
か
、
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
読
み

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
方
法
は
、
各

携
帯
端
末
の
取
扱
説
明
書
な
ど
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.katsuragi.nara.jp/m

/

▼
企
画
政
策
課
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★ 人の動き ★　９月 1 日現在（前月比）

	 男：17,517人	 女：18,880人　　	

	 計：36,397人（−2人）

	 世帯数：13,036戸（+14戸）

忍お

し

み海
薑

は
じ
か
み

大字紹介（第16回）
人口および世帯数は 9月 1日現在

　
　

人　

口
：
１
２
８
６
人

　
　

世
帯
数
：　

４
７
４
戸

　
　

人　

口
：
４
１
９
人

　
　

世
帯
数
：
１
９
１
戸

大
字
名
の
由
来
：

　

都
が
藤
原
京
（
6
9
4
〜

7
1
0
）
に
あ
っ
た
こ
ろ
、
葛

上
郡
と
葛
下
郡
に
は
さ
ま
れ
て

忍
海
郡
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
、
忍
海
の
名
が
使

用
さ
れ
た
の
は
鉄
生
産
技
術
を

持
っ
て
朝
鮮
か
ら
渡
来
し
た
人
た

ち
の
集
団
で
あ
る
忍
海
氏
の
本

拠
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
忍
海
氏
の

オ
シ
ヌ
ミ
が
何
を
意
味
す
る
の
か

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
海

に
関
係
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

・角
刺
（
つ
の
さ
し
）
神
社
（「
古

事
記
」
に
は
北
花
内
に

御
陵
の
あ
る
飯
豊
天
皇

（
女
帝
）
が
葛
城
の
忍

海
の
高
木
の
角
刺
宮
で

即
位
し
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。）

大
字
名
の
由
来
：

　

薑
（
は
じ
か
み
）
の
語
源
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
大

和
志
」
で
は
「
日
本
書
紀
」
履

中
天
皇
即
位
前
紀
に
あ
る
「
攪

食
の
栗
林
（
か
き
は
み
の
く
る

す
）」
の
攪
食
（
か
き
は
み
）
が

転
訛
し
て
薑
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
小
字
栗
坪
は
栗
林
と
関

係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

現
集
落
の
南
端
か
ら

御
所
市
元
町
に
か
け
て

大
領
（
た
い
り
ょ
う
）
と

い
う
小
字
名
が
あ
り
ま

す
。
大
領
と
は
古
代
律

令
国
家
の
地
方
行
政
組

織
で
あ
る
郡
の
役
所
（
郡

衛
、
郡
家
、
郡
院
と
い
い
ま
す
）

の
長
官
名
で
す
。
大
領
付
近
は

郡
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
郡
の
中
心
を
な
す

建
物
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

加守

染野

新在家

勝根

木戸
當麻

長尾

竹内

兵家

太田

南今市

八川

大畑

尺土

今在家

疋田

中戸 辨之庄 北道穂
西室

東室

柿本

寺口

大屋
新庄

南道穂

北花内
笛堂

葛木

南藤井

林堂 南花内 新町

新村南新町

薑

忍海西辻

山田

平岡

山口 笛吹

梅室

脇田

　

葛
城
市
ふ
る
さ
と
探
訪 

19

絵え
ん
ま
こ
う

馬
講
の
三
十
六
歌か
せ
ん仙
絵え

ま馬
（
南
今
市
）

　

毎
年
10
月
中
旬
、
南
今
市
の

伊い

ざ

な

ぎ

邪
那
岐
神
社
で
は
、
秋
祭
の

宵よ
い
み
や宮
に
際
し
て
、
神
社
拝
殿
内

の
板
床
の
上
に
、
あ
ざ
や
か
な

色
彩
で
描
か
れ
た
三
十
六
歌
仙

の
絵
馬
36
枚
が
、
左
右
に
分
け

並
べ
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

絵
馬
は
、
縦
30
㎝
、
横

24
㎝
の
木
板
１
枚
ず
つ
に
、

藤ふ
じ
わ
ら
の
き
ん
と
う

原
公
任
選
の
三
十
六
歌
仙

（
柿か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま
ろ

本
人
麻
呂
や
小お
の
の
こ
ま
ち

野
小
町
な
ど
36
人
の
歌
人
）
の
肖
像
を
描

き
、
和
歌
一
首
を
配
し
た
歌
仙
画
で
す
。
裏
面
に
は
、
墨
書

で
「
左
一　

柿
本
人
丸　

施
主
梅
松
」
な
ど
、
歌
人
と
奉
納

者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
「
宝
永
六
年
」

（
１
７
０
９
年
）
と
記
す
も
の
も
あ
り
、
奉
納
が
始
め
ら
れ
た

時
期
が
分
か
る
貴
重
な
郷
土
の
文
化
財
で
す
。

　

現
在
、
絵
馬
は
、
南
今
市
区
内
の
絵
馬
講
と
い
う
、
講
を

組
織
す
る
８
軒
の
家
で
所
有
さ
れ
て
い
ま
す
。
う
ち
２
軒
が

毎
年
当
番
と
な
り
、
宵
宮
の
夕
刻
に
神
社
へ
運
び
、
拝
殿
に

僅
か
数
時
間
だ
け
並
べ
て
奉
納
し
ま
す
。
珍
し
い
伝
統
行
事

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
講
が
「
え
ん
ま
講
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、絵
馬
の
「
馬
」

の
古
い
発
音
が
「
む
ま
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
え
む・

ま
講
」

が
「
え
ん・

ま
講
」
と
変
化
し
、今
に
伝
わ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
三
十
六
歌
仙
絵
馬
の
奉
納
は
、
古
く
か
ら
各
地
で

も
行
わ
れ
、
和
歌
の
上
達
を
祈
願
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
と

言
わ
れ
ま
す
。

▼
歴
史
博
物
館

薑

忍海


